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こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
、

心
か
よ
う
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進

主
な
事
業

【
健
康
】（
新
規
）週
一
回
の
小
児
科
時
間

外
診
療
の
実
施
▼
中
学
校
一
年
生
か
ら

高
等
学
校
三
年
生
相
当
の
年
齢
の
方
に

対
し
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
▼
老
人
保
健

制
度
廃
止
に
と
も
な
う
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
移
行
▼
妊
婦
健
康
診
査
費

助
成
制
度
を
拡
充

【
福
祉
】（
新
規
）ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
し

た
火
災
警
報
器
の
給
付
及
び
取
付
事
業

▼
認
知
症
予
防
と
し
て
脳
の
健
康
教
室

の
実
施
▼
庁
舎
窓
口
等
で
の
視
覚
障
害

者
や
聴
覚
障
害
者
へ
の
情
報
支
援
機
器

の
設
置
▼
総
合
福
祉
会
館
で
の
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
▼
聴
覚
障

害
者
の
居
宅
へ
の
来
訪
者
を
知
ら
せ
、

災
害
等
緊
急
時
に
備
え
る
屋
内
信
号
装

置
設
置
促
進
事
業
▼
障
害
者
等
専
用
駐

車
場
の
適
正
利
用
促
進
事
業

（
継
続
）子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
促
進
奨

励
金
支
給
事
業

【
市
民
の
安
全
確
保
】（
新
規
）緊
急
地
震

速
報
受
信
機
を
消
防
本
部
に
設
置
▼
高

齢
者
・
身
体
障
害
者
な
ど
の
災
害
支
援

に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
▼
災
害

活
動
用
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
配
備

（
継
続
）青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
巡
回
な
ど

の
防
犯
活
動
▼
救
急
救
命
士
の
養
成
▼

市
民
を
対
象
と
し
た
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
取
り
扱
い
や
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
▼
中
学
校
区
単
位
で
の

防
災
訓
練
の
実
施

着
と
生
き
が
い
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進

主
な
事
業

【
学
校
教
育
】（
新
規
）郷
土
玩
具
創
作
体

験
事
業

（
継
続
）小
学
校
六
年
生
と
高
校
生
が
共

同
し
て
行
う「
ふ
れ
あ
い
も
の
づ
く
り
」

の
実
施
▼
農
業
体
験
等
に
よ
り
、
自
然

や
命
の
大
切
さ
を
育
む
環
境
体
験
事
業

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
施
▼
学
校

安
全
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
▼

「
子
ど
も
を
守
る
ま
ち
の
駅
」の
ぼ
り
旗

の
設
置
▼
教
育
研
究
所
の
事
業
内
容
の

充
実
▼
学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
拡
大

▼
高
い
資
質
と
豊
か
な
人
間
性
を
併
せ

持
つ
看
護
師
の
育
成

【
社
会
教
育
】（
新
規
）小
学
生
対
象
に

「
げ
ん
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
」の
実
施
▼
芸
術
文
化
助
成
金
制

度
に
よ
る
市
民
の
自
発
的
活
動
の
支
援

▼
図
書
館
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
▼
温

水
プ
ー
ル
の
プ
ー
ル
棟
屋
根
防
水
改
修

工
事

（
継
続
）金
ケ
崎
学
園
大
学
や
相
生
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
▼
放
課
後
児
童
保
育

の
時
間
延
長
▼
各
小
学
校
区
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
21
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼
陸
上
競
技（
長
距
離
）の
合
同
練
習
会

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の
開

催

境
に
や
さ
し
い
、
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
推
進

主
な
事
業

（
新
規
）環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
▼
空

き
缶
回
収
機
の
利
用
拡
大
に
よ
る
資
源

「
愛

「
環

特
集
　
平
成
20
年
度
施
政
方
針
・
予
算
概
要

『
元
気
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
』を
目
指
し
て
！

施政方針
江
戸
後
期
、姫
路
藩
家
老
の
河
合
か
わ
い

道
臣
み
ち
お
み

は
、破
綻
瀬
戸
際
の
藩
の
財
政
再
建
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
朱
子
の
言
葉「
凍こ
お

っ
て
寒
か
ら
ず
」は
彼
が
苦
境
に
陥
っ
た
時
、心

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
、「
気
持
ち
を
熱
く
保
っ
て
い
れ
ば
、心

中
ま
で
凍い

て
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
は
無
い
」と
の
意
で
あ
り
ま
す
。
今
、相
生
市
を
取

り
巻
く
状
況
は
、ま
さ
に
厳
寒
期
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、河
合
道
臣
と
同
様
の
志
を

持
ち
な
が
ら
、明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
す

施政方針を演説する
谷口芳紀市長
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物
の
効
率
的
回
収
▼
さ
さ
ゆ
り
苑
一
号

火
葬
炉
の
全
面
的
改
修
▼
相
生
墓
園
内

に
五
十
区
画
を
増
設

（
継
続
）市
職
員
に
よ
る
環
境
家
計
簿
へ

の
取
り
組
み
▼
海
の
環
境
交
流
ハ
ウ
ス

を
拠
点
と
し
た
海
洋
訓
練
教
室
及
び
体

験
的
環
境
学
習
の
実
施
▼
ペ
ー
ロ
ン
体

験
乗
船
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た「
西
播

磨
の
環
境
学
習
の
拠
点
づ
く
り
」の
検

討

ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進

主
な
事
業

【
産
業
振
興
】（
新
規
）「
匠
の
技（
造
船
技

術
）継
承
事
業
」▼「
ま
ち
の
駅
」モ
デ
ル

事
業
の
正
式
発
足
▼
イ
チ
ジ
ク
等
を
用

い
た
新
た
な
商
品
開
発

（
継
続
）相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
、
羅
漢
の
里

も
み
じ
ま
つ
り
、
相
生
か
き
ま
つ
り
、

兵
庫
カ
ッ
プ
相
生
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選

手
権
大
会
の
開
催
▼
中
小
企
業
小
額
資

金
融
資
事
業
▼
商
店
街
空
き
店
舗
対
策

と
し
て
の
家
賃
補
助
▼
特
産
品
づ
く
り

活
動
等
を
行
う
集
落
や
団
体
に
助
成
す

る
夢
あ
る
農
村
づ
く
り
推
進
事
業
▼
農

地
・
水
・
環
境
の
保
全
向
上
対
策
事
業

▼
水
産
物
市
場
に
お
い
て
、
相
生
牡
蠣
か

き

等
を
Ｐ
Ｒ
し
、
担
い
手
と
な
る
経
営
体

の
確
保
・
育
成
▼
県
民
緑
税
を
活
用
し

た「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」事
業
の
普

及
啓
発

【
市
民
生
活
の
安
定
】（
継
続
）市
民
が
詐

欺
事
件
に
遭
わ
な
い
よ
う
相
談
窓
口
を

設
け
、
学
習
会
を
開
催

適
で
魅
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

主
な
事
業

【
都
市
基
盤
】（
新
規
）公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
▼

近
畿
み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録
第
一
号
の

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
い
お
い
」の
Ｐ
Ｒ

及
び
活
性
化

（
継
続
）相
生
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

▼
白
龍
城
南
側
海
域
に
整
備
し
た
公
共

桟
橋
の
利
用
促
進
▼
池
之
内
･
那
波
野

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
の
検
討
▼
公

共
下
水
道
事
業
の
公
的
資
金
等
長
期
債

の
繰
上
償
還
に
よ
る
公
債
費
負
担
の
軽

減

【
住
宅
・
宅
地
】（
継
続
）那
波
丘
の
台
市

街
地
整
備
事
業
▼
特
別
指
定
区
域
制
度

を
活
用
し
た
市
街
化
調
整
区
域
内
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
▼
市
営
住
宅
の
将
来

像
の
検
討

【
地
籍
調
査
事
業
】（
継
続
）次
世
代
へ
正

確
な
地
籍
情
報
を
残
し
て
い
く
た
め
の

地
籍
調
査
の
実
施

の
他
の
主
要
事
業
」

主
な
施
策

（
新
規
）「
相
生
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
」を
制
定
し
、
寄
附
金
を
募
集
▼

今
後
の
十
年
先
を
展
望
し
た
行
政
運
営

の
礎
と
な
る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定

▼
情
報
化
推
進
の
た
め
の
情
報
系
、
基

幹
系
及
び
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ

エ

ル

ジ

ー

ワ

ン

の
各
シ
ス
テ
ム

を
順
次
新
シ
ス
テ
ム
に
更
新
▼
公
民
館

や
学
校
開
放
施
設
等
、
公
共
施
設
の
有

料
化
を
10
月
か
ら
実
施
▼
市
税
の
徴
収

率
向
上
の
た
め
の
窓
口
開
庁
時
間
の
延

長
▼
相
生
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
名
所
・
旧

跡
な
ど
の
相
生
の
魅
力
を
発
信

（
継
続
）あ
い
お
い
元
気
ア
ッ
プ
支
援
事

業
▼
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
の
開
催
や
コ
ス

モ
ス
の
箱
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
よ
り
幅

広
い
広
聴
の
実
施
▼
地
域
の
元
気
と
安

心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
づ
く
り
と
し

て
の
県
民
交
流
広
場
実
施
地
域
の
拡
大

▼
第
三
次
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
一

層
の
職
員
削
減
を
推
進
▼
市
税
の
徴
収

率
向
上
の
た
め
の
休
日
納
付
会
場
の
開

設

・
県
の
主
要
事
業

主
な
施
策

（
継
続
）国
道
二
号
四
車
拡
幅
事
業
▼
一

般
県
道
竜
泉
那
波
線
第
二
期
工
区
の
本

格
的
工
事
の
施
工
▼
主
要
地
方
道
姫
路

上
郡
線
の
二
木
地
区
か
ら
小
河
地
区
ま

で
の
歩
道
整
備
の
施
工
▼
二
級
河
川
大

谷
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の

暫
定
供
用
開
始
及
び
施
工
▼
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
の
野
々
地
区
及
び
相
生

地
区
で
の
整
備
工
事
の
施
工
▼
相
生
港

港
湾
事
業
の
鰯
浜
地
区
埋
立
工
事
の
施

工
▼
み
な
と
整
備
交
付
金
事
業
の
相
生

地
区
埋
立
が
竣
功
予
定

2008.４月

「
に

「
快

「
そ

国

暫定供用開始されるポンプ場

すくすく育つ子どもたち

※オレンジ色表記の事業は、P４、５ページをご覧ください。



相
生
市
の
予
算
総
額
は
、二
百
二
十

六
億
七
千
六
百
七
十
二
万
八
千
円
で
、一

般
会
計
で
は
、百
十
八
億
七
千
万
円
、特

別
会
計
で
は
、百
億
千
五
百
七
十
三
万
七

千
円
、
そ
し
て
、企
業
会
計
で
は
、七
億

九
千
九
十
九
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
平
成
19
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
ま
す
と
、
総
額
で
二
十
七
億

七
千
五
百
七
十
万
二
千
円
、
率
に
し

て
10
・
９
％
の
減
で
あ
り
、
一
般
会

計
で
は
二
億
五
千
万
円
、
２
・
１
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
と
し

て
大
き
な
増
減
は
無
い
も
の
の
、
普
通

建
設
事
業
費
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
市
債
の
発
行
額
は
前
年
度
対

比
二
億
五
千
万
円（
30
・
７
％
）の
大
幅

な
減
少
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
福
祉
関
連

に
要
す
る
経
費
が
対
前
年
度
比
約
二
億

七
千
三
百
万
円（
17
・
２
％
）増
加
し
、

ま
た
、
公
債
費
の
繰
り
上
げ
償
還
に
よ

り
対
前
年
度
比
約
一
億
六
千
万
円

（
８
・
２
％
）の
増
加
と
な
る
一
方
、
公

共
事
業
等
の
平
準
化
に
よ
り
普
通
建
設

事
業
費
で
対
前
年
度
比
約
三
億
三
千
八

百
万
円（
△
29
・
７
％
）減
少
し
、
特
別

会
計
等
に
対
す
る
繰
出
金
で
対
前
年
度

比
約
三
億
六
千
万
円（
△
13
・
６
％
）の

減
少
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市
民
の

安
全
・
安
心
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
や

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
合
計
39
件
の

新
規
事
業
を
展
開
し
、「
相
生
の
元
気
」

の
創
出
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

な
新
規
事
業

ふ
る
さ
と
応
援
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
十
万
円
〕

相
生
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
を
持

つ
方
や
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
持
つ

方
々
へ
の
新
た
な
参
画
の
方
策
と
し
て

「
相
生
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」を
創
設

し
、寄
付
金
を
募
り
、相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭

な
ど
の
事
業
実
施
の
財
源
に
充
て
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
作
成
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
五
十
万
円
〕

災
害
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
た
ち
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
円
滑
な
支
援
活
動
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

小
児
科
時
間
外
診
療
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
二
千
万
円
〕

小
児
科
を
開
設
す
る
病
院
が
減
少

し
、
安
心
で
安
全
な
子
育
て
へ
の
障
害

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治

体
病
院
の
使
命
・
役
割
と
し
て
小
児
科

時
間
外
診
療
を
週
一
回（
19
時
30
分
か

ら
22
時
ま
で
の
予
定
）開
設
す
る
体
制

を
整
え
ま
す
。

予
防
接
種
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
四
八
三
万
円
〕

平
成
十
九
年
に
流
行
し
た
麻
し
ん

（
は
し
か
）に
か
か
っ
た
世
代
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
を
一
回
し
か
受
け
て
い

な
い
た
め
、
補
足
的
接
種
と
し
て
中
学

校
一
年
生
か
ら
高
等
学
校
三
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
を
対
象
に
風
し
ん
、
麻
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
行
い

ま
す
。

げ
ん
キ
ッ
ズ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
二
百
万
円
〕

英
語
教
育
が
小
学
校
の
教
育
課
程
に

組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
豊
か
な
矢
野
町

の
ふ
る
さ
と
交
流
館
で
小
学
生
四
年
生

以
上
を
対
象
と
し
た
英
語
に
親
し
む
キ

ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。

42008.４月

険
し
い
道
、
さ
れ
ど

未
来
へ
と
続
く
道

予算概要

主 会  計  名 　 予  算  額  前年度比
一般会計
特別会計

病院事業

合計

国民健康保険
老人保健医療
公共下水道事業
看護専門学校
農業集落排水
介護保険
後期高齢者医療

11,870,000
10,015,737
3,643,000
 494,300
2,848,600
132,000
402,500
2,092,540
402,797
790,991

22,676,728

 △2.1
△20.0
 △5.1
  △86.5
 17.7
△10.1
△2.0
 2.8
 皆増
△2.6
△10.9

■会計別予算総括表　  （単位：千円・％）

平
成
20
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行
財
政
健
全
化
計
画
に
沿

っ
て
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
と
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
な
ど
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
将
来
の
行
財
政
運
営
が
堅
実
で
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
こ
と
を
意
識
し
調
整
を
行
い
ま
し
た
。



5

脳
の
健
康
教
室
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
四
六
三
千
円
〕

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
読
み
書
き
・
計
算
に
よ
る
脳
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

匠
の
技（
造
船
技
術
）
継
承
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
二
十
万
円
〕

相
生
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
造
船
関

連
企
業
に
お
け
る
技
術
継
承
を
目
的
と

し
た
相
生
技
能
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
立

か
ら
五
カ
年
間
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

火
災
警
報
器
給
付
・
取
付
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
二
百
万
円
〕

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
た
め
の
火
災
警
報
器
の
給
付
・
取

付
を
行
い
ま
す
。

生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
七
万
円
〕

市
民
要
望
の
多
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
等
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

し
ま
す
。

「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
事
業

〔
事
業
費
・
・
・
十
三
万
円
〕

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
な
ど
の
取
組
み
を

全
市
的
な
運
動
に
す
る
た
め
に
、
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

2008.４月

科　目
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
合　計

予算額
171,153
1,586,395
2,849,019
898,188
115,355
494,280
69,241

2,140,508
351,575
1,042,599

 0
2,111,115
30,572
10,000

11,870,000

前年度比
△0.7
 2.6

 △2.5
2.0

△16.0
△1.7
 △4.4
 △10.3
△14.8
△4.0 

 △100.0
 8.7

△39.8
 0.0

 △2.1

構成比
1.4
13.4
 24.0
 7.6
 1.0
 4.2
 0.6
18.0
2.9
8.8
0.0
 17.8
0.2
0.1

 100.0

■一般会計歳出予算一覧表　  （単位：千円・％）
科　目
市税

地方交付税
繰入金
国庫支出金
市債
県支出金
諸収入

地方消費税交付金
使用料及び手数料
地方譲与税

分担金及び負担金
自動車取得税交付金

財産収入
その他
合　計

予算額
4,744,601
3,090,000
 883,200
600,936
571,800
 548,284
 290,286
300,000
306,764
 134,500
 97,083
90,000
71,769
140,777

11,870,000

前年度比
△0.5
 2.3
 2.9
△4.9
△30.7
 △0.8
 △9.5
 △6.3
 7.6
△2.9 
  △3.3
 △10.0
1.0
  9.0
 △2.1

構成比
39.9
26.0
  7.4
5.1
4.8
 4.6
  2.5
2.5
 2.6
  1.1
 0.8
  0.8
0.6
1.3

 100.0

■一般会計歳入予算の内訳　  （単位：千円・％）

科　目
議会の運営
行政の運営
健康
福祉

安全・安心
学校教育
社会教育

スポーツ・文化
環境の保全
産業振興

市民生活の安定
道路・市街地整備
借入金の返済
予備費
合　計

市民一人あたり
  5,305
 53,408
  11,699
 84,168
  11,835
17,144
 4,051
 7,309
 18,520
  6,760
 3,592
 78,387
 65,437
 310

 367,925

構成比
 1.4
 14.5
   3.2
  22.9
  3.2
    4.7
   1.1
2.0
  5.0
   1.8
  1.0
   21.3
17.8
 0.1
 100.0

■市民一人あたりの一般会計予算（単位：円・％）

※平成２０年１月３１日現在の住民基本台帳人口
（３２，２６２人）により算出。

予算項目
すこやかに暮らせる、心かようまちづくり

愛着と生きがいを育むまちづくり

環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり

にぎわいと活気のあるまちづくり

快適で魅力のあるまちづくり

その他

合　計

予算額
347,470
37,745
271,543
38,182
91,958
55,309
13,068
  9,645
13,936
64,652
59,751
  4,901
33,398
21,809
11,589
247,990
220,763 
27,227 
401,532 
401,532
1,187,000

健康
福祉
市民の安全確保

学校教育
社会教育
市民文化の創造
スポーツ・レクリエーション

環境の保全
都市環境

産業振興
市民生活の安定

都市基盤
住宅・宅地

その他

前年度比
 △3.2
 16.80
    1.00
  △14.3
  △10.9
  △4.7
△22.4
  △11.7
   △1.2
   1.20
1.5

△1.7
 △9.1
   △5.0
 △15.9 
△12.3 
△13.5 
△0.4 
9.50
9.50
△2.1

■平成20年度当初予算の概要（単位：万円・％）



62008.４月

〜
高
齢
者
等
を
火
災
か
ら
守
り
、
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
〜

「
火
災
警
報
器
給
付
・
取
付
事
業
」
開
始
し
ま
す

健
康
福
祉
課
長
寿
福
祉
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

平
成
20
年
度
　
前
期
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

『
の
び
の
び
健
康
教
室
』
受
講
生
募
集
し
ま
す

健
康
福
祉
課
長
寿
福
祉
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

◆
第
一
次
申
込
期
間

４
月
14
日（
月
）〜
５
月
30
日（
金
）

（
土
日
祝
日
は
除
く
）

◆
火
災
警
報
器
取
付
予
定
時
期

６
月
中
旬
以
降

◆
対
象
世
帯（
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
）

①
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

②
65
歳
以
上
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
65
歳
以
上
高
齢
者
と
重
度
障
害
者

の
み
の
世
帯

◆
対
象
要
件（
次
の
①
〜
④
の
す
べ

て
に
該
当
）

①
申
込
み
時
点
で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
あ
る
こ
と
。

②
高
齢
者
等
居
住
し
て
い
る
住
宅
が

平
成
18
年
６
月
１
日
以
後
に
着
工
し

新
築
、改
築
し
た
建
物
で
な
い
こ
と
。

③
高
齢
者
等
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

に
、
対
象
世
帯
以
外
の
者
が
居
住
し

て
い
な
い
こ
と
。

④
火
災
警
報
器
を
既
に
設
置
し
て
い

る
世
帯
、
及
び
他
の
制
度
に
よ
り
機

器
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

世
帯
を
除
く
。

◆
申
込
方
法

健
康
福
祉
課
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
注
意
事
項

①
申
請
に
は
、
地
区
担
当
の
民
生
委

員
の
確
認
印
が
必
要
で
す
。

②
居
住
し
て
い
る
住
宅
が
自
己
所
有

で
な
い（
借
家
）場
合
は
、
建
物
所
有

者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

③
火
災
警
報
器
の
給
付
・
取
付
に
か

か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

機
器
取
付
後
の
維
持
管
理
及
び
修
理

費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

高
齢
者
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

長
く
生
活
す
る
た
め
、
要
介
護
状
態

に
陥
ら
な
い
よ
う
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
い
け
る
体
力
・
筋
力
を

維
持
す
る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
の

習
得
と
、
自
宅
で
行
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
指

導
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
相
生
市
高
年
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
委
託
し
実
施
す
る
も
の

で
す
。

☆
対
象
者

相
生
市
に
住
所
を
有
す

る
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

☆
指
導
者
（
社
）兵
庫
県
柔
道
整
復

師
会（
梶
山
か
じ
や
ま

先
生
、
近
谷
こ
ん
た
に

先
生
、

古
沢
ふ
る
さ
わ

先
生
、
本
田
ほ
ん
だ

先
生
）、
ス
タ
ッ

フ（
安
積
あ
ず
み

先
生
）

☆
定
員

七
十
名

☆
実
施
日
時

平
成
20
年
４
月
〜
９

月（
月
一
回
の
六
回
コ
ー
ス
、
原
則

第
三
木
曜
日
）

13
時
〜
15
時（
開
始
前
に
毎
回
体
調

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
）

※
第
一
回
は
４
月
24
日（
木
）に
実
施

予
定
。

☆
場
所

総
合
福
祉
会
館
４
階
多
目

的
ホ
ー
ル

☆
参
加
費

無
料

☆
申
込
方
法

受
付
開
始
は
４
月
14

日（
月
）８
時
30
分
よ
り（
土
日
祝
日

は
除
く
）。
健
康
福
祉
課
へ
電
話
か

直
接
申
込
み
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
に
受
講
さ
れ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

重度障害者のみの世帯も対象です
社会福祉課障害福祉係（ ７１６７）

◆対象要件 障害等級２級以上の身体障害者・
児、重度又は最重度の知的障害者・児（火災発
生の感知及び避難が著しく困難な障害者・児の
みの世帯及びこれに準ずる世帯）
◆申込方法 所定の申請書に必要事項を記入し、
社会福祉課へ申し込みください。
※その他は、右記事項と同じです。

22

体を動かして健康になろう

～市の行政に関する情報案内～



児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
停
止
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
室（

７
１
７
５
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

「
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応
援
の
店
」
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

子
育
て
支
援
室（

７
１
７
５
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

一
時
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
室（

７
１
７
５
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉 受
給
期
間
が
五
年
を
超
え
た
受
給

資
格
者
ま
た
は
支
給
要
件
該
当
か
ら

七
年
経
過
し
た
受
給
資
格
者
等
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
一
部
支

給
停
止
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
す
で
に
就
業
し
て
い
る
人
、

就
業
意
欲
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
就

業
が
困
難
な
人
等
に
つ
い
て
は
、
期

日
ま
で
に
届
出
や
関
係
書
類
を
提
出

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
手
当
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
が
必
要

な
人
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
か
ら
該
当
す
る
方

は
、
す
で
に
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
必
要
書
類
を
６
月
30
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応
援
の
店
」

と
は
、
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で

支
援
す
る
た
め
、
店
舗
等
の
協
力
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
料
金

の
割
引
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。
協
力
店
舗
は
、
左
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
頭
に
掲
示
し
、
料

金
割
引
や
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
関
西
９
府

県
と
連
携
し
た「
子
育
て
応
援
・
関

西
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
一
環
と
し
て

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
の
対
象
に
な
ら
な
い
在
宅
の

就
学
前
児
童
を
一
時
的
に
保
育
所
で

お
預
り
し
ま
す
。
保
護
者
の
不
定
期

な
仕
事
や
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、

緊
急
に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場

合
や
、
育
児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
利
用
で
き
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
や
申
込
み
は
、
直
接

次
の
保
育
所
へ
。

◆
場
所

平
芝
保
育
所
（

７
１
３
７
）
・
矢
野
川
保
育
所
（

０
８
３
３
）

◆
料
金

四
時
間
未
満
は
千
四
百

円
。
四
時
間
以
上
は
二
千
八
百
円
。

※
八
幡
保
育
所（

１
５
２
５
）で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

22

29

22

7 2008.４月

携
帯
電
話
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、

も
し
く
は

a
p
p
ly
@
h
y
o
g
o
-

ko
so
d
a
te.jp

に
ア
ク
セ
ス
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
・
送
信
す
る

と
、携
帯
電
話
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
画

面
が
返
信
さ
れ
ま
す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

は
、店
舗
の
ス
テ
ッ
カ
ー
に
も
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
）

※
携
帯
電
話
を
利
用
さ
れ
な
い
方

は
、往
復
は
が
き
で
申
込
み
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、兵
庫
県
少
子
政
策
課

（

０
７
８
‐
３
６
２
‐
４
２
３
２
）

ま
で
。

「
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応
援
の

店
」
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

方
法

QRコード
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５
月
は
『
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
』

あ
な
た
の
善
意
が
赤
十
字
活
動
を
支
え
ま
す

社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係（

７
１
６
６
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

財
政
課
管
財
係（

７
１
１
６
　

６
４
３
９
）

22

23

管財

82008.４月

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
援
護
を

は
じ
め
、
国
際
活
動
・
血
液
事
業
・

医
療
事
業
等
、
世
界
の
平
和
と
福
祉

の
た
め
に
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や

万
一
の
事
故
に
も
、
日
本
赤
十
字
社

を
は
じ
め
全
国
の
赤
十
字
組
織
が
、

援
助
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
用
品
な
ど
の
救
援
物
資
を
備

蓄
し
、
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
財
源
は
、
赤
十
字
の

趣
旨
に
ご
賛
同
く
だ
さ
る
方
々
の
社

資
に
よ
り
賄
わ
れ
、
赤
十
字
活
動
の

大
切
な
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎

年
５
月
を
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
赤
十
字
活

動
資
金
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
家
庭
に
相
生
市
地
区
奉

仕
団（
自
治
会
等
の
役
員
）が
訪
問
し

ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
の
う
え
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
の
応
募
要
領
は
財
政
課
管
財

係
で
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

４
月
15
日（
火
）か
ら

４
月
30
日（
水
）ま
で
に
、
入
札
参
加

申
込
書
等（
市
の
様
式
）に
よ
り
申
込

み
。※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
。

※
詳
し
く
は
、
相
生
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地

山
手
一
丁
目
１
９
０
番

地■
現
況
地
目

宅
地

市税等の納付は、便利な
『口座振替』で！
問徴収対策室（ ７１５２）

指定された預貯金口座から自動的
に払い込まれるの
で、窓口に出かけ
る必要もありませ
ん。納め忘れるこ
ともありません。
★申込方法は…
「預貯金口座振替依頼ハガキ

（自動払込利用申込書）」に必要事項
を記入し、市役所や取扱い金融機
関に提出するだけです。
★口座振替できる市税は…
市・県民税（普通徴収）、固定資産
税、都市計画税、軽自動車税、国
民健康保険税、介護保険料、住宅
使用料です。

23

○
○
銀
行

現況写真（３月24日撮影）

位置図

ラビーナ相生

陸公民館

対象不動産

面積（m2）
1,013.01

最低価格（円）
58,755,000
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市
民
課
市
民
係（

７
１
２
９
　

６
４
３
９
）

22

23

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、
戸
籍

や
住
民
票
の
不
正
利
用
や
な
り
す
ま

し
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
次
の
と

お
り
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
本
人
確
認
書
類（
※
１
）の

詳
細
は
、
当
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
市
民

課
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
確
認
」が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
等

を
交
付
申
請
す
る
際
、
運
転
免
許

証
・
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
旅
券
等
の
本
人
確
認
書
類
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
、「
本
人
確
認
」を

行
い
ま
す
。
本
人
確
認
書
類
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
婚
姻
・
協
議
離
婚
・
養
子

縁
組
・
協
議
離
縁
・
認
知
の
届
出（
以

下「
縁
組
等
の
届
出
」）お
よ
び
転
入
・

転
出
・
転
居
等
の
届
出
に
も「
本
人
確

認
」を
行
い
ま
す
。（
確
認
で
き
な
い

と
き
は
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を

文
書
で
通
知
し
ま
す
。）

ま
た
、
代
理
人
に
つ
い
て
は
、
委

任
状
と
代
理
人
自
身
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

付
を
申
請
す
る「
正
当
な
理

由
」を
詳
し
く
記
入

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
等

を
交
付
申
請
す
る
場
合
、
利
用
す
る

「
正
当
な
理
由
」を
詳
し
く
申
請
書
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
正
当
な
理
由
」と
は
、
自
己
の
権

利
を
行
使
し
た
り
、
義
務
を
果
た
し

た
り
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
こ

と
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
で

す
。た

だ
し
、
住
民
票
の
写
し
等
の
交

付
申
請
の
場
合
は
、
自
己
ま
た
は
自

己
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
方
、
戸
籍

謄
抄
本
等
の
交
付
申
請
の
場
合
は
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の

配
偶
者
や
直
系
の
親
族
の
方
は
、
利

用
す
る
理
由
を
書
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

偽
り
や
そ
の
他
不
正
な
手
段
で
証

明
書
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、刑
罰

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

受
理
申
出
」を
受
け
付
け

ま
す

自
分
自
身
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が

確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
縁
組
等
の

届
出
を
受
理
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
市
長
に
申
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

看
護
師
・
看
護
助
手
の
臨
時
職
員
を
募
集
中
！

相
生
市
民
病
院（

７
１
２
６
　

０
３
５
５
）

22

22

病院市
民
病
院
で
は
、
看
護
師
・
看
護

助
手
を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
を
市
民

病
院
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１
　
看
護
師

■
業
務
内
容
　
看
護
業
務

■
勤
務
時
間
　
四
十
時
間
／
週

■
賃
金（
日
給
）
八
千
百
二
十
円
〜

一
万
二
千
円

■
諸
手
当
　
通
勤
、
期
末
、
時
間
外
、

特
殊
勤
務
手
当
等

■
応
募
資
格
　
看
護
師
・
准
看
護
師

免
許
を
有
す
る
方

２
　
看
護
助
手

■
業
務
内
容
　
看
護
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
　
四
十
時
間
／
週

■
賃
金（
日
給
）
六
千
五
百
七
十
円

■
諸
手
当
　
通
勤
、
期
末
手
当
等

■
応
募
資
格
　
五
十
歳
位
ま
で
の
看

護
業
務
に
熱
意
の
あ
る
方

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

総
務
課
総
務
係（

７
１
２
６
　

６
４
３
９
）

22

23

総務親
子
や
夫
婦
間
の
問
題
、
差
別
、

体
罰
な
ど
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

５
月
14
日（
水
）13
時
〜
16
時

◎
場
所

市
民
会
館
二
〇
二
会
議
室

住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
等
の
交
付
申
請
時
に
本
人
確
認

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す

市民課
窓口

「
本

交

「
不

（※１）…主に免許証、旅券、住基カードの顔写真付きのもの。
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ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
ち
づ
く
り
推
進
室（

７
１
３
０
　

７
１
３
７
）

23

23

協働

102008.４月

★
生
活
公
共
交
通
検
討
会
委
員
募
集

生
活
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高

め
、バ
ス
路
線
空
白
地
の
公
共
交
通

を
検
討
す
る「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム

検
討
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
募
集
人
員

三
人
程
度

☆
応
募
資
格

①
市
内
在
住
又
は
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
②
意
欲
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
③
年
六
回

程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

方
④
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員

で
な
い
方
⑤
市
職
員
及
び
市
議
会
議

員
で
な
い
方

☆
任
期

５
月
頃
か
ら
約
二
年
間

☆
報
酬

無

☆
応
募
方
法
「
応
募
の
動
機
」（
字
数

任
意
）と
共
に
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

職
業
を
記
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み

☆
応
募
期
限

平
成
20
年
４
月
30
日

（
水
）必
着

☆
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
６
７
８
‐

８
５
８
５（
住
所
不
要
）相
生
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
室

（e-m
ail

）machizukuri@
city.aioi.

hyogo.jp

★
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
協
力
者
募
集

二
〇
〇
八
年
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
は
、
花
を
多
く
植
え
て
い
る
地
域

や
庭
を
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

紹
介
す
る
形
で
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
庭
主
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆
開
催
期
間

平
成
20
年
５
月
24
日

（
土
）〜
６
月
１
日（
日
）

☆
申
込
み
・
問
合
せ
先

相
生
市
花

と
緑
の
協
会
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

★
ビ
デ
オ
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

相
生
の
魅
力
を
動
画
配
信
す
る

手
法
を
学
び
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

☆
募
集
人
員

五
人
程
度

☆
期
限

平
成
20
年
４
月
25
日（
金
）

☆
申
込
み
・
問
合
せ
先

ま
ち
づ

く
り
推
進
室

公
的
資
金
繰
上
償
還
に
係
る

財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

財
政
課
財
政
係（

７
１
２
７
　

６
４
３
９
）

22

23

財政市
で
は
、こ
れ
ま
で
に
発
行
し
た

地
方
債
の
繰
上
償
還
を
財
政
健
全
化

計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、高
い
利
率（
五
％
以
上
）で
借
り

た
政
府
資
金
な
ど
の
地
方
債
を
繰
上

償
還
し
た
り
、低
利
率
の
民
間
資
金

等
に
借
換
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

実
施
時
期
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

三
ヵ
年
で
実
施
す
る
予
定
で
、
内
訳

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
一
般
会
計

で
は
、
繰
上
償
還
で
の
一
括
返
済
を

予
定
し
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
は
、
償
還
額
を
民
間
資
金
等
で

借
換
え
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
取
組
み
に
よ
り
、
当
市
の
実

質
公
債
費
比
率（
※
１
）の
抑
制
及
び

公
債
費
の
負
担
軽
減
が
図
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
相
生
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
財
政
課
の
窓

口
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

年　度

 一般会計
 旧資金運用部資金

 旧簡易生命保険資金

 公営企業金融公庫資金

 公共下水道
 旧資金運用部資金

 旧簡易生命保険資金

 公営企業金融公庫資金

19

21

0

0

671

0

1,086

20

64

2

9

679

0

0

21

30

100

0

969

352 

0

合計

115 

102 

9 

2,319 

352 

1,086

■償還予定額一覧表　　　　 　　　　 （単位：百万円）

（※１）実質公債費比率…一般会計だけでなく、公営企
業会計などに対する繰出金など、実質的な借金の返済
額が財政規模に占める割合を示す指数。18％以上は、
市債発行に許可を必要とする。

新しい出会いが魅力の「オープ
ンガーデン」
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空
き
缶
処
理
回
収
機
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

環
境
課
管
理
係（

７
１
３
１
　

２
７
４
１
）

23

23

環境

相
生
市
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
受
賞
者
（
後
期
）
※
敬
称
略

体
育
振
興
課（

７
１
７
０
　

６
６
９
３
）

23

23

体育

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し

て
い
る
空
き
缶
処
理
回
収
機
が
、
四

ヵ
所
か
ら
十
一
ヵ
所
に
増
え
ま
し
た

の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

《
新
設
箇
所
》

・
コ
ー
プ
ミ
ニ
相
生
み
な
と（
※
２
）

・
佐
方
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
コ
ー
プ
ミ
ニ
相
生
緑
が
丘（
※
２
）

・
古
池
自
治
会
館

・
那
波
野
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

・
食
品
館
わ
か
さ
の（
※
２
）

・
は
ま
勝
矢
野
店（
※
２
）

な
お
、従
来
か
ら
設
置
し
て
い
る
、

カ
ワ
ベ
相
生
本
店
、
コ
ー
プ
デ
イ
ズ

相
生
、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
相
生
南
店
、

陸
公
民
館
も
引
続
き
利
用
で
き
ま

す
。（
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
配
布
も
し

て
い
ま
す
）

《
利
用
に
際
し
て
の
注
意
》

○
空
き
缶
処
理
回
収
機
を
利
用
す
る

に
あ
た
り
、
各
施
設
共
通
の
専
用
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー

ド
の
配
布
は
、
前
記
店
舗
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
空
き
缶
一
個
に
つ
き
一
ポ
イ
ン
ト

が
加
算
さ
れ
、
三
百
ポ
イ
ン
ト
た
ま

る
と
前
記
店
舗
に
て
可
燃
袋（
中
）十

枚
と
交
換
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
缶
は
飲
料
缶
の
み

で
、
そ
の
他
の
缶
は
指
定
日
に
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
軽
く
水
洗
い
し
、水
切
り
を
し
て
、

飲
み
残
し
な
ど
の
缶
は
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
分
別

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
賞
金
賞

【
団
体
】
Ｉ
Ｈ
Ｉ
相
生
弓
道
部（
弓
道
）

【
個
人
】
井
上
い
の
う
え

圭
子
け
い
こ（

タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）、
柴
田
し
ば
た

康
博
や
す
ひ
ろ

（
同
）、
相
浦
あ
い
う
ら

克
彦
か
つ
ひ
こ（

同
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
賞
銅
賞

【
団
体
】
相
生
市
〈
駅
伝
チ
ー
ム
〉

（
陸
上
）、
相
生
産
業
高
等
学
校
男
子

ボ
ー
ト
部
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
チ
ー
ム

（
ボ
ー
ト
）、
相
生
産
業
高
等
学
校
男

子
ボ
ー
ト
部
ク
オ
ド
ル
プ
ル
チ
ー
ム

（
ボ
ー
ト
）

【
個
人
】
柴
田
　
肖
文

し
ば
た
　
あ
ゆ
み（

陸
上
）、藤ふ
じ

原わ
ら

美
穂
み

ほ（
弓
道
）、
吉
村
よ
し
む
ら

喜
一
き
い
ち（

陸
上
）、

津
田
つ

だ

圭
祐
け
い
す
け（

陸
上
）、
内
波
う
ち
な
み

郁
弥
ふ
み
や

（
陸
上
）、
池
上
い
け
が
み

龍
介

り
ゅ
う
す
け（

陸
上
）、

鈴
木
す
ず
き

貴
子
た
か
こ（

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

【
団
体
】
双
葉
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）、
双
葉
中
Ａ〈
駅
伝
チ
ー
ム
〉

（
陸
上
）

【
個
人
】
永
田
な
が
た

眞
亘
ま
さ
の
ぶ（

剣
道
）、村
山
む
ら
や
ま

ひ
づ
る（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）、
藤
本
ふ
じ
も
と

伶れ
い（

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

受賞者の皆さん

３
月
27
日
、
那
波
野
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
で
設
置
開
設
式
を
開
催
。
空
き
缶
の
投
入

を
体
験
し
ま
し
た
。

最年少受賞者の鈴木貴子さん（ソフトテニス）

（※２）…ポイントカード配布場所



Day

3/20
（木）

相生の市木であるツバキの啓発活動として、
万葉岬のつばき園でふれあいつばきまつり
が開催されました。
　ホテル万葉岬の全面協力のもと、ホテル
内を参加者に開放。スタンプラリーや、写真展・
絵手紙展などで楽しみました。訪れた参加者は、
赤や白など鮮やかに咲き誇るツバキと、瀬戸内海
を一望できるロケーションに見とれていました。

Day

3/7
（金） 相生市看護専門学校

の卒業式が行われ、看
護第1・２学科合計57名が卒
業しました。卒業生を代表し
て看護第２学科の樫谷みどり（か
したに　みどり）さんは、「大
変だった病院実習などの様々
な困難を、家族など多くの方
に支えられて乗り越えられた
ことを忘れず、素晴らしいナ
ースになります」と決意を述
べました。

Day

3/15
（土）

伝統文化こども筝教室・こども舞踊教室の合同発表会が開催されました。
合同演目の「花嫁人形」では、筝教室の子ども達の演奏で舞踊教室の子
ども達が踊りを披露しました。参加した筝教室の山本銀河（やまもと　
ぎんが）さんは、「今日の演目は、約半年間練習してきたもので、
自己採点すると80点くらいでした。７月のコンクール入賞を
目指してがんばります」と話してくれました。

祝！祝祝！祝！祝祝祝祝祝祝祝！！百歳記念百

　３月７日、大田７７７７月
ちよ（おおた ちよ）
さんが百歳の誕生
日を迎えられました。
おめでとうござい
ます。いつまでも元
気でいてくださいね。

　２月29日、近畿コカ・
コーラボトリング（株）
と協定を締結し、災害対
応型自販機が市内に設置
されました。大規模災害
時には、無償で飲料が提
供されるほか、売上金の
一部は、ドラゴンボート
選手権大会の運営資金と
して活用されます。

◆災害対応型自動販売機設置協定を締結

　双葉中学校１年生は、
身近な福祉を考える学習
の一環として、点訳グル
ープ相生点灯会の指導を
受け、絵本を点訳し図書
館に寄贈しました。藤本
幸輝（ふじもと　ともき）
さんは、「機会があれば
また点訳したいです」と
話してくれました。

◆双葉中学校１年生が点字絵本を寄贈

市政
ニュース

122008.４月



Day

3/2
（日）

Day

3/8
（土）

Day

3/12
（水）

市民手づくりオペラ『カルメン』が上演されました。照
明、音響から大道具づくりそして、ドン・ホセ役の上田
和也（うえだ　かずや）さん、エスカミーリョ役の北村僚
真（きたむら　りょうま）さんなど、市民が主役を演じた
オペラは、会場一杯の観客を魅了しました。

市内全中学校で卒業式が行われました。新生
那波中学校となって初めての卒業式では、卒
業生代表の大下和樹（おおした　かずき）さんが、
旧相生中学校と那波中学校が一つになっていった
１年間の思い出を振り返りながら、「自分たちの決めた道
に向かって自分たちの足で歩いていきます」と答辞を述
べました。最後に卒業生全員で「旅立ちの時」を担任の
先生方や保護者へ、感謝の気持ちを込めて歌いました。

Day

3/2
（日）

春の全国火災予防運動期間中に汐見台・山手地区一帯
で林野火災を想定した消防合同訓練が実施されました。参加
した市内全消防団は、高低差のあるスポーツセンターや墓地
公園一帯において消火、中継訓練を行い、消火技術の向上を
図りました。

遠見山公園で椿の記念植樹が行われました。相生湾を見渡せる
山頂公園に約50本の椿を植樹。記念植樹を行った山下ひかる・

ちひろさん姉妹は、「花が咲く頃に、お弁当を持って
見に来たいです」と話してくれました。

13 2008.４月



～市の行政に関する情報案内～

『
ま
ち
か
ど
出
前
講
座
』
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

企
画
広
報
課
広
報
係（

７
１
２
３
　

７
１
６
１
）

23

23

広報

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保

142008.４月

こ
の
講
座
は
、
市
政
に
つ
い
て
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
普
段
、
市
政
に
関
し
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
グ
ル
ー
プ
で
開
催
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
利
用
で
き
る
人

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
人
で
、
10
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
。（
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
会
社
・
自
治
会
・
友
達
等
の
中

学
生
以
上
の
グ
ル
ー
プ
）

▼
申
込
方
法

各
公
民
館
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
開
催
希
望
日

の
二
週
間
前
ま
で
に
企
画
広
報
課
へ

お
申
込
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

講
師
派
遣
料
は
、
無
料

▼
お
願
い

ま
ち
か
ど
出
前
講
座

は
、
苦
情
や
陳
情
を
受
け
る
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
治
・
宗

教
・
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
な
ど

に
は
、
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

月
１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保

険
者
証
で

75
歳（
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
申

請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
方
は
65

歳
）以
上
の
人
は
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
で
医
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
今
ま
で
の
老
人
保
健
法
医

療
受
給
者
証
や
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
は
、

後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者

証
を
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

険
料
の
特
別
徴
収
が
始
ま

り
ま
す

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、平

成
20
年
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
が
、

４
月
か
ら
保
険
料
が
年
金
天
引
き

（
特
別
徴
収
）に
な
る
人
は
、４
・
６
・

８
月
の
三
回
は
、前
年
の
所
得
が
未

確
定
の
た
め
、仮
に
算
定
し
た
額（
仮

徴
収
額
）を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
10
・
12
・
２
月
は
、年
間
の
保
険

料
か
ら
仮
徴
収
額
分
を
差
し
引
い
た

額
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人
に

は
、
４
月
の
上
旬
に
仮
徴
収
額
決
定

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

退
職
や
加
入
し
て
い
た
保
険
の
資

格
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
就
職
の

た
め
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
健
康

保
険
に
変
更
と
な
っ
た
方
な
ど
は
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
新
た
に
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
は
不

要
で
す
。）

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

◎
加
入
届
の
場
合

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
・
印

鑑
・
年
金
証
書（
年
金
受
給
者
）

◎
喪
失
届
の
場
合

新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
証
・

印
鑑
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

鍼は
り

・
灸
き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
療
費
助
成
制
度

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
、鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
の
施
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
指
定
の
施
術
所
で
施
術
し
た

と
き
、割
引
が
受
け
ら
れ
る
助
成
券

を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

▼
期
間

平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21

年
３
月
ま
で

▼
助
成
額

一
回
に
つ
き
八
百
円

（
十
枚
綴
り
一
人
二
冊
ま
で
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
健

康
保
険
証
等

保

４
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成
20
年
４
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

○
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
額

定
額
保
険
料
　
一
万
四
千
四
百
十
円

付
加
保
険
料
　
四
百
円

○
前
納
保
険
料
も
下
表
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

○
平
成
20
年
度
の
一
部
免
除
期
間
の

保
険
料
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
月
分
）

四
分
の
三
納
付
　
一
万
八
百
十
円

半
額
納
付
　
七
千
二
百
十
円

四
分
の
一
納
付
　
三
千
六
百
円

納付方法
・現金支払
・クレジット
　【割引額】
・口座振替
　【割引額】

１ヶ月分

なし

14,360円
【50円】

６ヶ月分

85,760円
【700円】

85,480円
【980円】

１年分

169,850円
【3,070円】

169,300円
【3,620円】

■前納保険料変更額

平 ●

姫
路
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
●

（

０
７
９
‐
２
２
４
‐
６
３
６
１
）

年金相談窓口
延長及び休日開設

４月14日～５月12日
【延長時間】
４月14日・21日・28日、
５月12日の19時まで
【休日開設】
５月10日（土）の９時30分
から16時まで
【持参物】
年金手帳、印鑑

～お詫びと訂正～
広報あいおい３月号４頁について下記のとおり訂正し、
お詫びいたします。
【まちの子育てひろば】
◎竹の子ひろば開設日時…第２金、10：00～12：
00 ⇒　第３金、10：00～11：30
◎矢野っこひろば開設日時…第１・３金、10：00～
11：30 ⇒　第１・３水、10：00～11：30

【民生児童委員協議会主任児童委員】
矢野川中学校区　勝下

かつした

祐美子
ゆ み こ

⇒　勝下
かつした

由美子
ゆ み こ

■区画数 17区画（214m2～324m2）
■販売価格 1,200万円台から（※１m2当
たり約５万円台から）
問相生市菅原横尾土地区画整理組合
（ 7080）23

ひひかかりがりが丘が丘保丘保保保保丘保丘保丘 留保留留保留留保留留保留留保留留留留留地留地地留地留地地留地地留 譲分譲の分地の分譲地 分譲分譲地のの地の地の 譲地 分譲分譲りが丘保留地の分譲ひかりが丘保留地の

第９回ハートフルフェアー
日時：５月17日（土）
場所：市民会館および駐車場
☆バザーフェスタ（市民会館周辺）
10：00 ～16：30
☆作品展（市民会館中ホール）
16日（金）・17日（土）10：00～16：30
☆ふれあい寄席（市民会館大ホール）
【一部】13：00～

出演：今いくよ・くるよ、
月亭八方、桂きん枝ほか

【第二部】15：50～
石見神楽（島根県）

※ふれあい寄席第一部にはチ
ケットが必要です。前売り
2,500円、当日3,000円
問 ハートフルフェアー実行委
員会（みどり荘内）

1613、 16142828
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交番（駐在）別
相 生 駅 前
那 波 野
中 央 通
丘 の 台
若 狭 野
矢 野
合　　　計

死者
0
0
0
0
0
0
0

件数
2
3
2
3
1
1
12

傷者
2
4
2
3
1
1
13

２月末の相生市内
人身交通事故発生状況

～狙われていませんか？あなたのお家

～キーを付けっ放しにしていませんか

◎犯人はお金がありそうな家ではなく、入りやすそ
うな家を狙っています。
◎ここはちょっと無理だと侵入をあきらめさせる対策が肝心です。
◎犯人が嫌う「光」、「音」、「人の目」をうまく活用しましょう。

★ハンドルロックの他にＵ字ロックなどの補助錠を付ける（ツーロック）。

★わずかな時間の駐輪でも必ず施錠する。

★駐輪するときは、防犯カメラや照明など防犯設備のある駐輪場を利用する。

★夜間、自宅に置く場合はできるだけ奥まった（盗まれにくい）場所に置き、

必ず施錠する。

空き巣被害防止対策

乗り物盗被害防止対策

0120・786
悩んだら

・109
ト ー ク

（９時～17時30分受付　年末年始を除く）

078・351
さー来い

・7829
悩みファックス

（24時間受付）

少年相談室『ヤングトーク』

播磨科学公園都市スプリングフェア２００８
～春は播磨科学公園都市がおもしろい！

問い合わせ　西播磨県民局企画調整部企画調整課（ ２１１３）58

光都チューリップフェア
（４月13日～）

約５万９千本の色とりどりのチュ

ーリップが目を楽しませてくれます。

29（火・祝）
西播磨フロンティア祭2008
10:00～15:00

★第7回「出る杭大会」★西播磨

ふるさとバザール★西播磨総合

リハビリテーションセンター、

ひょうご環境館(エコハウス)の

特別展★親子ふれあいキッズラ

ンド★都市内施設の一般公開

【各施設】★木戸口公園第2サッ

カー場(少年サッカー場)開場式

典【木戸口公園光都サッカー場】

３（土・祝）
10:00～16:30

☆光都プラザフリ

ーマーケット (予

定)【光都プラザ】

…掘り出し物を見

つけてください。

サ
ミ
ッ
ト
警
備
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

今
年
７
月
、
北
海
道
に
お

い
て
主
要
国
首
脳
会
議
（
以

下
「
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
い
ま

す
。）が
開
催
さ
れ
、
兵
庫
県

で
は
神
戸
市
に
お
い
て
、
５

月
24
日（
土
）か
ら
26
日（
月
）

ま
で
の
間
、
環
境
閣
僚
会
議

が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
全
国

各
地
で
関
係
閣
僚
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。県
警
察
で
は
、

近
年
の
サ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
る

厳
し
い
諸
事
情
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な
警

備
対
策
を
推
進
し
、
関
係
行

事
の
円
滑
な
進
行
な
ど
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
各
種
不

法
事
案
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。

泥棒はあなたのスキを狙っている!!

28 30 5/1 ２4/27（日）
9:30～16:30

☆SPring-8の一般公開

☆光都ふれあいウォ

ーク（先着300名、

４/14締切）問…播磨

高 原 広 域 事 務 組 合

（ 0575）58

鍵かけは鍵かけは、、
防犯の基本です防犯の基本です。。
みなさんの心がけでみなさんの心がけで
犯罪を減らしましょう犯罪を減らしましょう!!!!
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突撃

～白ちゃん龍くんが行く～～白ちゃん龍くんが行く～～白ちゃん龍くんが行く～～白ちゃん龍くんが行く～
はくはく りゅうりゅう

まちレポートまちレポートまちレポート

～地域の交流を支える「千尋ふくろう会」レポート～
世界に一つだけの作品とたくさんの笑顔を

この新しい建物に人が集まって何かしてい
るみたいだよ。白ちゃん行ってみよう～！
みなさんこんにちは～。ここで何をされて

いるんですか？
ここは今年の３月にできたばかりの県民交

流ひろば『いきいきサロンあおば』です。私たち
『千尋ふくろう会』が独居高齢者の方たち等に、地域交流できる場と
して食事会を行っています。
そうなんですか。みなさん美味しいですか？
もちろん。同じ食事でも場所が違うと味も違います。１人で食

べるより、にぎやかで楽しいですよ。
北條さん：食後には、みんなで作品を作って遊んでいるんですよ。
え、どんなものを作るんですか？
今回は、貝殻と緩衝材を使ったスズメを

作ります。名づけて『福すずめバードII』です。
あら。貝殻を頭に見立てたアイデアがス

テキ。とってもかわいらしいですね。
最初は人に誘われて、軽い気持ちで参加しました。みんなとワ

イワイ作って、家に作品がどんどん増えていくと、ますます楽しく
なってきました。
一人ひとりの愛情が入った作品はステキでしょ。自分で作るか

ら世界にたった一つしかない作品ができるんです。
そう。それに細かい作業なのに、みんなメガネもかけず元気で

しょう？
はい。みなさんニコニコしていて、ハツラツとしてますね。
この活動をしている千尋ふくろう会は、元那中PTA役員の集まり

なんです。地域の祭りやイベントの手伝いからはじまって、「あいあ
いサロン」の食事会をするようになり、食事会の後に何か楽しいこと
はできないかと思い、私も大好きな物作りをすることにしたんです。
毎回違う作品なので、その豊富なアイデアにびっくりです。
いつも苦労しているんですよ。作品のアイデアや材料は、日常

生活のものがほとんどです。普段捨ててしまう物を、何かに使えな
いかと考えて集めておきます。100円ショップめぐりもします。大
変だけど面白い。自分たちも楽しんでやれているのが続いている一
番の理由です。高齢者の方が家にこもらず遊びに来てくれるのが嬉
しい。もっとたくさんの高齢者の方の出かけるきっかけになるよう
に、これからも頑張りたいです。

龍

白

北

白
参

参

参

山

藤

白

白

北

白
北

北

弁当を配達してくれる
山田支部長も参加。立体感
抜群の作品となりました。

ふくろう会の
作品。バラエテ
ィー豊富でアイ
デアが一杯です。

みんな笑顔で完成。

人物
紹介

レポーター白
はく

ちゃん（白） カメラマン龍
りゅう

くん（龍）
千尋ふくろう会…北條涼香

ほうじょうりょうか

さん（北）、藤友由美子
ふじともゆみこ

さん（藤）
社会福祉協議会千尋支部長山田節哉

やまだせつや

さん（山） 参加者７名（参）

17



み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
お
は
な

し
い
っ
ぱ
い
！《
子
ど
も
劇

場
》

子
ど
も
た
ち
に
、
お
は
な
し

の
世
界
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、「
〜
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

の
日
〜
」と
題
し
て
楽

し
い
催
し
を
し
ま
す
。

誰
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。

◆
日
時

４
月
20
日

（
日
）10
時
〜
14
時

◆
展
示
『
お
は
な
し

な
あ
に
？
』（
三
階
視
聴

覚
室
）…「
お
は
な
し
の

一
場
面
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
お
は
な
し
の
題

名
を
あ
て
よ
う
！
何
の

お
は
な
し
か
、
わ
か
る

か
な
？
」

◆
図
書
館
が
ま
す
ま
す
便
利

に
！こ

れ
ま
で
、
祝
日
は
休
館
日

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

か
ら
は
開
館
し
ま
す
。

ま
た
、
開
館
時
間
も
19
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。

◎
休
館
日
　
月
曜
日（
た
だ
し
、

祝
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
火
曜

日
）、
月
末
、
年
末
年
始（
12
月

28
日
〜
１
月
４
日
）

◎
開
館
時
間
　
10
時
〜
19
時

４
・
５
月
の
休
館
日
を
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
４
月
】
15
日（
火
）、
22
日（
火
）、

30
日（
水
）

※
29
日（
火
）は
22
時
ま
で
営
業

し
ま
す
。

【
５
月
】
13
日（
火
）

※
６
日（
火
）は
17
時
ま
で
営
業

し
ま
す
。
プ
ー
ル
利
用
は
16
時

45
分
ま
で
。

第
25
回
　
い
い
ざ
か
祭

☆
と
き

４
月
20
日（
日
）11
時

〜
15
時

☆
と
こ
ろ

社
会
福
祉
法
人
愛

心
福
祉
会
　
愛
心
園

☆
内
容

社
会
福
祉
協
議
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
中
学
生
、
婦

人
会
や
地
元
自
治
会
に
よ
る
模

擬
店
や
ゲ
ー
ム
、
福
引
き
な
ど
。

問
社
会
福
祉
法
人
愛
心
福
祉
会

愛
心
園（

３
９
５
９
）

第
19
回
　
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
ま

つ
り

☆
と
き

４
月
20
日（
日
）10
時

〜（
小
雨
決
行
）

☆
と
こ
ろ

智
頭
急
行
平
福
駅

周
辺

☆
内
容

大
名
行
列
が
、
旧
因

幡
街
道
平
福
の
宿
場
町
を
練
り

歩
き
ま
す
。
駅
前
で
は
吹
奏
楽

の
演
奏
や
、
特
産
品
や
地
元
グ

ル
メ
も
多
数
出
店
。
お
楽
し
み

抽
選
会
も
あ
り
。

問
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局（

０
７
９
０

０
６
７
０
）

82 52

羅
漢
の
里
コ
テ
ー
ジ
・
ふ
る

さ
と
交
流
館
の
夏
休
み
利
用

の
申
し
込
み
受
付

☆
内
容

羅
漢
の
里（
コ
テ
ー

ジ
・
テ
ン
ト
村
）・
ふ
る
さ
と

交
流
館
の
、
夏
休
み
期
間
中

（
７
月
19
日
〜
８
月
31
日
）の
利

用
に
限
り
、
次
の
と
お
り
申
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

☆
申
込
期
間

４
月
15
日（
火
）

９
時
か
ら

※
電
話
で
の
申
込
み
は
４
月
19

日（
土
）か
ら
で
す
。

☆
申
込
方
法

使
用
料
を
添
え

て
、
各
施
設
窓
口
へ
申
込
み
。

☆
申
込
・
問
合
わ
せ

羅
漢

の
里
管
理
事
務
所
（

０
９
０
０
）、
ふ
る
さ
と
交
流

館
（

１
０
１
０
）

29

29

2008.４月 18

図
書
館
通
信

５
１
５
１

23

温
水
プ
ー
ル「
コ
ス
モ
ス
」

７
１
８
０

23

西
播
広
域
情
報

セ
ン
タ
ー

時　間

10:30～11:00

11:10～11:30

13:00～13:30

13:40～14:00

催　　し
 おはなし会〈えほん〉
『あざらしのはる』ほか
　　　〃　〈おはなし〉
『ちいちゃい、ちいちゃい』ほか
大型絵本『おばけパーティ』
おはなし会〈えほん〉
『ねずみのともだちさがし』ほか
おはなし会〈おはなし〉
『田の九』ほか
エプロンシアター　
『おたんじょうびおめでとう』

場　所
３階絵本の部
屋
３階おはなし
の部屋
３階視聴覚室

３階絵本の部
屋
３階おはなし
の部屋

３階視聴覚室

～総合情報案内～

お
知
ら
せ



消
費
生
活
研
究
会
講
演
会
の

ご
案
内

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
食

の
安
全
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
身
近
な
食
品
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
員
以
外
の
方
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

★
と
き
…
平
成
20
年
４
月
16
日

（
水
）
14
時
〜
　
※
約
一
時
間

★
と
こ
ろ

市
民
会
館
二
階

二
〇
三
会
議
室

★
テ
ー
マ
「
押
し
寄
せ
る
食

品
汚
染
」

★
講
師

税
関
行
政
研
究
会

柳
澤

や
な
ぎ
さ
わ

尚
ひ
さ
し

氏

問
消
費
生
活
研
究
会（
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

７
１
３
０
）

た
ば
こ
の
自
動
販
売
機
が
変

わ
り
ま
す

今
年
の
６
月
か
ら
自
動
販
売

機
で
た
ば
こ
を
購
入
す
る
に

は
、
成
人
の
み
に
発
行
さ
れ
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「ta
sp
o

タ
ス
ポ

」が
必
要

に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
販
売
店
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
本
人
確
認
書
類
と
顔

写
真
を
添
え
て
、
日
本
た
ば
こ

23

協
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
発
行
手
数
料
、
年
会
費
と
も

に
無
料
）

未
成
年
者
喫
煙
防
止
対
策
へ

の
取
組
み
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
団
法
人
日
本
た
ば
こ
協

会T
a
sp
o

タ
ス
ポ

運
営
セ
ン
タ
ー（

０
１
２
０
‐
２
２
２
‐
１
８
０
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
国
民
生

活
金
融
公
庫
）

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃

な
ど
、
入
学
時
や
在
学
中
に
必

要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公

的
な
制
度
と
し
て
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
の「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」が
あ
り
ま
す
。
融
資
金
額

は
、
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

二
百
万
円
以
内
、
返
済
期
間
は

十
年
以
内
で
す
。

問「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー〔

０
５
７
０
‐

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）・
０
３
‐
５
３
２
１
‐

８
６
５
６
〕、
国
民
生
活
金
融

公
庫
姫
路
支
店（

０
７
９
‐

２
２
５
‐
０
５
７
１
）

医
学
発
展
の
た
め
献
体
に
ご

協
力
を

と
も
し
び
会
は
、
医
学
・
歯

学
生
の
解
剖
実
習
の
た
め
、
自

分
の
遺
体
を
無
償
で
大
学
に
提

供
す
る
有
志
の
団
体
で
す
。
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
る
人
は
献
体
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医

学
部
内

０
８
６
‐
２
３
５
‐

７
０
９
２
）

公
営
住
宅
入
居
者

▼
受
付
期
間

４
月
17
日（
木
）

〜
４
月
30
日（
水
）17
時
15
分
ま

で※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
窓

口
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
建

設
管
理
課
に
提
出
。
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
。

問
建
設
管
理
課
建
設
総
務
係

（

７
１
３
４
）

▼
市
営
住
宅
申
込
資
格

市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

の
あ
る
方
。
現
に
住
宅
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
。
入
居
し
よ
う

と
す
る
家
族
全
員
の
所
得
が
、

月
額
二
十
万
円
以
下
。
夫
婦
又

は
親
子
を
主
体
と
し
て
独
立
の

生
計
を
営
み
、
家
族
が
二
人
以

上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
あ
れ
ば
単
身
で
も

可
。西

後
明
住
宅（
西
後
明
）

①
２
Ｄ
Ｋ
…
二
戸
、
②
２
Ｄ

Ｋ（
二
階
建
て
）…
一
戸
、
③
２

Ｋ
…
一
戸

▼
家
賃

①
五
千
二
百
円
〜
八

千
六
百
円
、
②
一
万
千
九
百
円

〜
一
万
九
千
七
百
円
、
③
四
千

七
百
円
〜
七
千
八
百
円

一
の
谷
住
宅（
緑
ヶ
丘
）

２
Ｋ
…
三
戸

▼
家
賃
　
八
千
八
百
円
〜
一
万

四
千
四
百
円

城
谷
住
宅（
竜
泉
）

２
Ｋ
…
一
戸

3 2 1
23

▼
家
賃

八
千
三
百
円
〜
一
万

二
千
百
円

▼
県
営
住
宅
申
込
資
格

県
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

の
あ
る
方
。
現
に
住
宅
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
。
入
居
し
よ
う

と
す
る
家
族
全
員
の
所
得
が
、

月
額
二
十
万
円
以
下
。
二
人
以

上
の
世
帯
で
、
60
歳
以
上
の
申

込
者
と
次
の
い
ず
れ
か
の
方
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯（
配
偶

者
、
18
歳
未
満
の
児
童
、
50
歳

以
上
の
方
）、
ま
た
は
中
度
以

上
の
障
害
者
の
い
る
世
帯
。

相
生
若
狭
野
高
層
住
宅（
八

洞
）２
Ｄ
Ｋ
…
二
戸

▼
家
賃

二
万
八
百
円
〜
四
万

五
千
七
百
円

1
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「
ペ
ー
ロ
ン
船
新
艇
披
露
式

典
及
び
こ
ど
も
の
日
体
験
乗

船
会
」

ペ
ー
ロ
ン
船
の
新
艇
建
造
披

露
式
典
、
併
せ
て
ペ
ー
ロ
ン
体

験
乗
船
を「
こ
ど
も
の
日
」に
実

施
し
ま
す
。

当
日
は
式
典
に
加
え
、
デ
モ

レ
ー
ス
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
日
時

５
月
５
日（
月
）12
時

〜（
受
付
　
11
時
〜
）

▼
場
所

白
龍
城
前
乗
艇
場

▼
募
集
期
間

４
月
10
日（
木
）

〜
25
日（
金
）

▼
対
象
者

中
学
生
以
下
の
男

女
と
保
護
者

▼
募
集
定
員

百
名

▼
参
加
料

二
百
円（
保
険
料

相
当
分
）当
日
受
付
で
支
払
い
。

▼
応
募
方
法

直
接
又
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）で

申
込
み
。

※
新
艇
披
露
式
典
は
、
10
時
よ

り
白
龍
城
前
乗
艇
場
で
行
い
ま

す
。

問
相
生
ペ
ー
ロ
ン
協
会（
産
業

振
興
課
内

７
１
３
３
、

７
１
６
０
）

「
Ｊ
Ａ
あ
い
お
い
カ
ッ
プ
相

生
市
民
夏
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
参
加
者

▼
期
日

５
月
10
日（
土
）８
時

30
分
　
※
雨
天
の
場
合
…
５
月

17
日（
土
）

▼
会
場

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

▼
対
象

一
般
男
女

▼
試
合
方
法

十
六
ホ
ー
ル
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
。
団
体
戦
一

チ
ー
ム
六
人
編
成
で
全
員
合
計

打
数
を
競
う
。（
個
人
表
彰
も
あ

23

23

り
ま
す
。）

▼
参
加
料

一
チ
ー
ム
に
つ
き

千
二
百
円

▼
応
募
期
限

４
月
30
日（
水
）

▼
応
募
方
法

申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
、

市
民
体
育
館
窓
口
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
相
生
市
民
体
育
館（

７
１
２
９
、

６
６
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

問
相
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

（

２
６
６
６
）

点
字
初
級
講
座

☆
日
時

５
月
13
日（
火
）〜
７

月
22
日（
火
）第
二
・
四
火
曜
日

23
23

22

全
六
回
コ
ー
ス

10
時
〜
11
時
30
分

☆
場
所

総
合
福
祉
会
館

☆
内
容

視
覚
障
害
者
へ
の
点

字
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
広
報
あ
い

お
い
、
あ
い
お
い
の
福
祉
、
新

聞
記
事
等
の
点
訳
。
小
・
中
学

校
へ
の
点
字
教
室
な
ど
。

☆
講
師

相
生
点
灯
会

☆
募
集
期
間

４
月
25
日（
金
）

ま
で

朗
読
初
級
講
座

☆
日
時

５
月
８
日（
木
）〜
６

月
26
日（
木
）毎
週
木
曜
日
　

全
八
回
コ
ー
ス

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

☆
場
所

総
合
福
祉
会
館

☆
内
容

視
覚
障
害
者
へ
音
声

に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
。
広
報
あ
い
お

い
や
新
聞
記
事
等
の
録
音
。
テ

ー
プ
図
書
の
作
成
。
施
設
で
の

対
面
朗
読
。
視
覚
障
害
者
と
の

交
流
会
な
ど
。

☆
講
師

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
ひ
び
き
の
会

☆
募
集
期
間

４
月
21
日（
月
）

ま
で
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「
淡
路
島
環
境
学
習
バ
ス
」

事
業
二
〇
〇
八
年
度
前
期

県
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
淡
路
夢
舞
台
で
環
境
学

習
の
機
会
を
提
供
し
、
環
境
立

島「
公
園
島
淡
路
」を
多
く
の
方

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
バ
ス
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

６
月
30
日（
月
）

ま
で

◆
助
成
内
容

参
加
者
二
十
人

以
上
で
バ
ス
一
台
に
つ
き
、
①

バ
ス
借
上
げ
料
の
半
額（
上
限

五
万
円
）、
②
温
室
等
の
入
館

料
の
半
額
、
③
明
石
海
峡
大
橋

通
行
料
等
の
五
千
円
補
助

問（
財
）淡
路
花
博
記
念
事

業
協
会
（

０
７
９
９

２
１
０
０
、h

ttp
://w
w
w
.

aw
ajih
an
ah
aku
.o
r.jp
/

）

平
成
21
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▼
お
題
『
生
』※「
生
し
ょ
う」で
す
が
、

「
生
」の
字
を
使
用
す
れ
ば
、

「
一
生

い
っ
し
ょ
う」の
よ
う
に「
し
や
う（
し

ょ
う
）」と
読
ん
で
も
、
訓
読
み

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

◎
詠
進
歌
は
、
お

題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌 75

で
一
人
一
首
と
し
て
未
発
表
の

も
の
。
◎
書
式
は
、半
紙（
横
長
）

の
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左

半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
氏
名（
本
名
、
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
お
よ
び
職

業（
具
体
的
に
）を
縦
書
き
に
書

き
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込

９
月
30
日（
火
）ま
で
に

宮
内
庁（
〒
１
１
０
‐
８
１
１
１

宮
内
庁
）へ
郵
送
。※
当
日
消
印

有
効
。
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
記

入
の
こ
と
。

問
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直

接
、宮
内
庁
式
部
職
宛
に
、郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を

添
え
て
９
月
20
日（
土
）ま
で
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

（http://w
w
w
.kunaicho.go.

jp/12/d12-08.htm
l

）

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や

経
験
を
活
か
し
て
、
開
発
途
上

国
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

に
富
ん
だ
人
を
募
集
し
ま
す
。

①
青
年
海
外
協
力
隊（
満
20
〜

39
歳
ま
で
、
原
則
二
年
派
遣
）

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
満
40
〜
69
歳
ま
で
、
一
年
ま

た
は
二
年
派
遣
）

▼
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
持

つ
心
身
と
も
に
健
康
な
方

▼
応
募
期
間

５
月
23
日（
金
）

▼
そ
の
他

個
別
相
談
会
…
５

月
10
日（
土
）13
時
〜
17
時

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当（

０
７
８
‐
２
６
１
‐

０
３
４
１
）※
受
付
時
間
は
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
30
分
〜
17
時

大
学
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
ひ
ょ
う
ご

２
０
０
８

船
上
で
大
学
の
単

位
が
取
得
で
き
る
講

義
を
受
け
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
問
。

▼
対
象

同
セ
ミ
ナ
ー
参
加
大

学（
兵
庫
県
内
４
年
制
大
学
、

県
内
短
期
大
学
）の
学
生

▼
期
間

８
月
18
日（
月
）〜
９

月
７
日（
日
）21
日
間

▼
訪
問
先

ホ
ー
チ
ミ
ン（
ベ

ト
ナ
ム
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

広
州
・
香
港（
中
国
）

▼
定
員

四
百
八
十
名

▼
参
加
費

二
十
八
万
五
千
円

▼
申
込

第
二
次
募
集
期
間
５

月
16
日（
金
）ま
で
に
所
属
大
学

の
担
当
窓
口
へ

問
（財）
兵
庫
県
国
際
交
流
協

会
交
流
推
進
課（

０
７
８
‐

２
３
０
‐
３
２
６
２
）
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死亡
氏　名 年齢 住　所月日

2/29 木下
きのした

政敏
まさとし

79 相生４丁目

3/3 小
こ

坂
さか

伊都子
い つ こ

74 旭5丁目

3/4 大岡
おおおか

千恵子
ち え こ

59 佐方３丁目

3/7 石橋
いしばし

イソ 93 矢野町真広

3/7 金谷
かなたに

ちよ子
こ

90 那波東本町

3/8 玉
たま

田
だ

つたゑ 78 佐方３丁目

3/9 藤本
ふじもと

トシエ 90 旭４丁目



く
ら
し
の
保
健
室

具
体
的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者

世
帯
の
方
等
で
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

●
場
所

総
合
福
祉
会
館
二
階

健
康
教
育
室

●
実
施
日
時

５
月
〜
９
月
。

月
一
回
の
六
回
コ
ー
ス（
６
月

の
み
二
回
）

※
初
回
５
月
27
日（
火
）９
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
定
員

三
十
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
）

●
内
容

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

と
体
力
測
定
を
実
施
し
、
そ
の

人
に
応
じ
た
具
体
的
な
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
毎
回
運
動

を
し
な
が
ら
栄
養
指
導
と
調
理

実
習（
一
回
）を
行
い
、
生
活
習

慣
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

●
参
加
費

無
料（
調
理
実
習

材
料
費
の
み
実
費
負
担
）

●
申
込
方
法

４
月
15
日
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み
。

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お

子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
、
育
児

に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

４
月
24
日（
木
）13
時

〜
14
時
受
付（
※
要
予
約
。
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

●
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

育
児
相
談
・
栄
養
相

談
・
身
体
計
測
・
発
達
相
談
・

運
動
相
談

●
担
当

保
健
師
・
栄
養
士
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
理
学
療
法
士

最
近
、
こ
ど
も
の
数
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

救
急
外
来
の
受
診
件
数
は
大
幅

に
増
え
て
い
ま
す
。
原
因
と
し

て
は
、『
コ
ン
ビ
ニ
医
療
』と
言

わ
れ
る
、
急
患
で
も
な
い
の
に

夜
間
に
来
院
す
る
方
が
増
え
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
何
か
症
状

が
で
る
と
、
す
ぐ
に
受
診
す
る

方
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の

傾
向
は
特
に
発
熱
の
時
に
目
立

ち
ま
す
。
早
す
ぎ
る
診
察
は
、

検
査
を
し
て
も
何
の
異
常
も
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。か

か
り
つ
け
医
は
、
日
常
的

な
医
療
、
病
院
小
児
科
は
、
か

か
り
つ
け
医
で
専
門
的
な
検
査

や
治
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

段
階
で
の
医
療
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
病
院
小
児
科
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
受
診
す
る
患
者

で
限
界
に
近
い
状
態
で
す
。

子
ど
も
は
、
乳
幼
児
期
に

色
々
な
病
気
に
か
か
り
、
段
々

と
免
疫
を
身
に
つ
け
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
通
院
だ
け
で
治
る

軽
い
病
気
で
す
。
成
長
と
と
も

に
変
化
す
る
お
子
さ
ん
の
様
子

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
具
合

が
悪
く
な
っ
た
場
合
、
い
つ
で

も
相
談
相
手
に
な
っ
て
も
ら
え

る
身
近
な
医
師「
か
か
り
つ
け

医
」を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大

切
な
の
で
す
。

◎
夜
間
・
休
日
等
の
小
児
科

外
来

◆
赤
穂
中
央
病
院

平
日
夜
間
　
18
時
か
ら
19
時

30
分
、
休
日
夜
間
　
17
時
か
ら

19
時

◆
赤
穂
中
央
病
院
附
属
ジ
ャ
ス

コ
診
療
所

土
曜
午
後
　
14
時
か
ら
18
時

◆
揖
龍
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

休
日
　
９
時
か
ら
22
時（
内

科
、
小
児
科
）

た
つ
の
市
龍
野
町
富
永
４
１

０
‐
２
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
内

０
７
９
１

５
５
１
０

◆
宍
粟
市
夜
間
応
急
診
療
所

平
日
　
20
時
か
ら
22
時（
内

科
、
小
児
科
）

宍
粟
市
山
崎
町
船
元
34
‐
１

（
宍
粟
市
消
防
本
部
１
階
）

０
７
９
０

９
９
０
０

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
受
診

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
小
児
救
急
電
話
相
談

＃
８
０
０
０

看
護
師
ら
が
応
対
。

平
日
・
土
曜
夜
間
　
18
時
か
ら

22
時
、
休
日
　
９
時
か
ら
22
時

■
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

７
１
６
８
又
は

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所
企

画
課０

７
９
１

５
１
５
０

63

22

62 63

2008.４月 22

保
健
セ
ン
タ
ー

（

７
１
６
８
）

22

問 

「
元
気
体
操
教
室
」参
加
者
を

募
集
し
ま
す

す
く
す
く
相
談

小
児
科
の
上
手
な
か
か
り
方

〜
か
か
り
つ
け
医
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
〜

★有料広告募集中！ 申し込みは企画広報課広報係へ（ 7123）23
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17

18
19
20
21

22

23

24 

25

26
27
28
29
30
5/1

2

3
4
5
6
7
8

9

10

11

12

13

14

火

水

木

金
土
日
月

火

水

木 

金

土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木

金

土

日

月

火

水

飼えない猫引取
教育相談13：00～17：00
1歳６か月児健康診査13：00～14：00受付
行政相談15：30～17：00
　　エイズ・肝炎相談9：30～11：00受付
教育相談13：00～17：00
　　労働問題・就業規則相談13：00～16：00
　　一般健康相談13：00～13：30受付
　　ふれあい法律相談9：00～11：30

ふれあい心配事相談13：00～16：00
教育相談13：00～17：00
3歳児健康診査13：00～14：00受付
農業委員会9：30～

教育相談13：00～17：00
知的障害者相談10：00～14：00
　　すくすく相談13：00～14：00受付
あいおいっ子悩み相談13：00～17：00
教育委員会定例会13：30～

ふれあい心配事相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00
　　事業者向け金融相談13：00～16：00
　　一般健康相談13：00～13：30受付

身体障害者相談10：00～12：00

　　エイズ・肝炎相談9：30～11：00受付
教育相談13：00～17：00
２歳児歯科健診13：15～14：15
あいおいっ子悩み相談13：00～17：00
　　栄養相談9：30～11：30受付
　　ふれあい法律相談9：00～11：30
精神障害者相談13：30～15：30

ポリオ予防接種（若狭野多目的）13：30～14：00受付
ふれあい心配事相談13：00～16：00
　　心のケア相談13：00～14：00
４か月児健康診査13：00～14：00受付
教育相談13：00～17：00
農地相談13：00～15：00
ポリオ予防接種13：30～14：00受付
特設人権相談13：00～16：00
　　社会保険・国民年金相談13：00～16：00

ダーダーダーダーダーダーダダダダダダダダダダダーーーーダーダーダダダダダー

市

赤

赤

赤

赤

赤

商

商

商

少

少

少

少

少

少

少

少

少

赤
福

福

福

福

福

福

福

福

福

福

保

保

保

保

保

保
会

予約

予約
予約
予約

予約

予約

予約

予約
予約

予約

予約

予約

４ 月 1 5 日
～

５ 月 1 4 日

市

いき
　いき

2008.４月

休日診療当番医

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

徴収対策室（　　7152）

27日（日）
29日（火）

４日（日）
５日（月）
６日（火）
11日（日）

15～20日
21～30日

1 ～10日

11～14日

尾崎内科クリニック
山口医院
栗尾整形外科
きょう整形外科医院
相生市民病院
河原医院
赤木産婦人科医院
谷垣医院

業者名
赤松設備工業㈱
三業㈱

浜田工業㈱

㈲小林水道工業所

種　　別

固定資産税（１期）

介護保険料（１期）

納　　期

４月30日（水）

夜間
　　4121
　　5129
　 0791
　　2820
　　0223

昼間
　　4121
　　5129

　　5250
　　0041

　　7070
　　0159
　　6666
　　7000
　　7126
　　0010
　　3700
　　5080

4月20日（日）

5月３日（土）

問

24

22

23

22

22

28

23

22

23

22

22

43

23

22

23

22

22

22

22

23

23

23

23

23

72

☆市税の納付は便利な口座振替で！

　　…要予約。「くらしの相談電話帳」へ
　…市役所　　…総合福祉会館　　…保健センター
　…市民会館　　…少年育成センター　　
　…商工会議所　　…赤穂健康福祉事務所

市

赤商
少

福 保

会

予約

◆納期のお知らせ

くらしの相談電話帳
　　　ふれあい（法律・心配事）相談：社会福祉協議
　　会(　　2666)　教育相談・あいおいっ子悩み相談：
少年育成センター(　　5070)　知的障害者相談・身
体障害者相談・精神障害者相談：社会福祉課(　　
7167)　行政相談・人権相談：総務課(　　7126)　
農地相談：農業委員会(　　7140)　社会保険労務士
による労働相談：産業振興課(　　7133)　金融(事業
資金)、社会保険・国民年金、労働問題・就業規則、
法律、各相談：商工会議所(　　1234)　一般健康、
エイズ・肝炎、栄養、心のケア、各相談：赤穂健康福
祉事務所(　　2938)

▲

▲

▲ ▲

▲

▲
▲

▲

23
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あいおい
えんんじぇるるずずず
あいおいいいい
ええええんんんんじじじぇじぇぇぇるぇるるるるずるずずずずずずず

はい！はい！はい！動物
大好き

動物
大好き

ZZZZZZZZZZZZZZ OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
チチ～～～～チ～チ～チチチチチチ～～チ～チ～チ～チ～チチ～～チチチチチチチチチチチチ～～～～～～～～チチチチチチチ～
ZZZ
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チ
ZZZ
チ
Z
チ
Z
チ
Z
チチ
Z
チ
OOOOOOOO
ズズズズズズ
O
ズ
O
ズズ
O
ズ
O
ズ

福永さん（緑ヶ丘４） 福田さん（山崎町）亀谷さん（緑ヶ丘２）

ののののぞぞぞぞみみみみちちちち
ゃゃゃゃんんんん

２２２２歳歳歳歳７７７７かかかか
月月月月

ここここののののんんんん
ちちちちゃゃゃゃんんんん

２２２２歳歳歳歳２２２２かかかか月月月月

ここここしししし
ずずずずちちちちゃゃゃゃ

んんんん

７７７７かかかか
月月月月

じじじじんんんんくくくくんんんん２２２２歳歳歳歳５５５５かかかか月月月月

廣門さん（旭１） 松岡さん（ひかりが丘）出田さん（古池本町）

ののののああああちちちちゃゃゃゃんんんん１１１１歳歳歳歳８８８８かかかか月月月月

かかかかななななははははちちちちゃゃゃゃんんんん
５５５５かかかか月月月月

ほほほほのののの
かかかかちちちちゃゃゃゃ

んんんん

２２２２歳歳歳歳
９９９９かかかか

月月月月

2008
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※
平
成
20
年
３
月
末
現
在

『
相
生
の
人
口
』は
、
来
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

取材ノート

　新年度を迎え、「広報あいおい」
もデザインや企画と新しい挑戦を
しています。しかし、まだまだ地
域の情報源が不足しています。地
域ならではの「心温まる何気ない
話題・新たに挑戦する話題」など
広報紙で紹介してみたい情報があ
りましたら、左記の連絡先までお
知らせください。今年度も、皆さ
んに親しまれる広報紙を目指し、
頑張りたいと思います。

　ふるさと相生への想いや、特色あるまちづ
くりへの想いを持つ方への新たな参画の方
策として『相生市ふるさと応援基金』を創設し
ました。この制度は、皆さんからの寄附金
を相生市独自のまちづくり施策に充てるも
のです。今後、相生市内外を問わず、一人で
も多くのサポーターを増やすため、「ふるさ
と相生」を積極的に PRしていきますので、
応援よろしくお願いします！
　　　 企画広報課　企画係 　　　７１２４23

携帯電話用
ホームページ
QRコード

★パイン（♀）
パパが大好き

★ね子（♂）
僕、ね子です!?

★ハチ（♂）
特技は早食い！


